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ヒトエグサ養殖は英虞湾では近年196 299ｔの範囲で

安定的に生産されている。本養殖は閉鎖性内湾の湾奥部

や枝湾，河口部などの波浪の穏やかな場所で行われてい

る。このような場所は陸域からの負荷の影響を受けやす

い場であり，藻類養殖により積極的な炭素，窒素取り上

げが行われていることが確認できた。なお，ヒトエグサ

養殖は10月から翌年３月頃まで行われるものであり，

夏季には藻類養殖による取り上げは行われていない。

今後の研究計画

アマモの底泥への酸素供給については，本研究で検討

したプロダクトメータによる測定を行う。現場水温を考

慮し，複数の水温条件で光量を変化させ，光合成 光，

光合成 温度の関係を明らかにする。現地光量の実測を

行い，培養庫内の光および水温環境を変化させた底泥コ

ア培養を行い，アマモ場におけるととも酸素濃度の分析

を行う。また現地での光量実測を行い，底泥への酸素供

給量や現場の溶存酸素量に与えるアマモの影響をそれぞ

れ推定する。
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